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県産地域資源に含まれるD‐アミノ酸の解析と含有食品の開発
（特徴的な味を有するD‐アミノ酸を活用した食品の付加価値向上）

食品開発支援センター　専門研究員　　玉　屋　　　圭　　
食品開発支援センター　センター長　　河　村　俊　哉　　
食品開発支援センター　専門研究員　　宮　田　裕　次　　
食品開発支援センター　研　究　員　　三　島　朋　子　　



図１ 蛍光HPLC法を用いたL体及びD体のクロマトグラム

４mLの超純水を添加した。

（％） （％）

４ mL
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５回の繰り返し分析を行った際の保持時間の変動

係数は各 アミノ酸で0.082〜0.374％の範囲にあり、

その平均は0.139％であった。

変動係数を0.01〜0.35％と報告している。本研究で検

0.082〜0.374％の範囲にあることから、本分析法は再
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